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 Have the qualification for participat‑

ing in tenders for offers of the labor by

J.H.F.A in the fiscal year of 2016, 2017

and 2018 or have the qualification for

participating in tenders for offers of the

labor by single qualification of services

for every ministry and agency in the fis‑

cal year of 2016, 2017 and 2018.
 Satisfies criteria in the tender do‑

cumentation
 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for qua‑

lification : 12 : 00, 19 July, 2017
 Time‑limit for tender : 16 : 00, 3 August,

2017
 Contact point for the notice : Joyama and

Igarashi, Contract Section, Accounting

Group, Office of Accounting, Finance and

Accounting Department, J.H.F.A 1410
Koraku, Bunkyo‑ku, Tokyo, 1128570, Ja‑
pan TEL 0358008053

 Acquire the electric certificate in case of

using the Electric Bidding system

http://www.jhf.go.jp/financial/tender/

index.html

入 札 公 告
次のとおり一般競争入札に付します。
平成 29 年５月 23 日

（契約責任者）
中日本高速道路株式会社
八王子支社長 飯塚 徹也

◎調達機関番号 418 ◎所在地番号 13
１ 調達内容
 品目分類番号 17
 購入等件名及び数量 中央自動車道他 交
通管理用道路巡回車購入
Ａ２又はＡ２Ｄ（2700cc級）道路巡回車
２台
Ａ２ＲＤ又はＡ２ＤＲＤ（2700cc級）

道路巡回車 ２台
Ａ２ＲＤ 下取り対象機械 ４台

 購入等案件の仕様等 入札説明書及び仕様
書による。
 納入期限 契約締結日の翌日から180日間
 納入場所
道路巡回車（Ａ２又はＡ２Ｄ）
中日本高速道路株式会社 大月保全・

サービスセンター

中日本高速道路株式会社 甲府保全・
サービスセンター
道路巡回車（Ａ２ＲＤ又はＡ２ＤＲＤ）
中日本高速道路株式会社 八王子保全・
サービスセンター
中日本高速道路株式会社 松本保全・

サービスセンター
 下取り対象機械（Ａ２ＲＤ）
入札参加手続きに先立ち、特記仕様書第３
章下取り対象機械１２のとおり現車公開し
ますので、希望する場合は、下記に記載する
問合せ先に事前に連絡のうえ参加して下さ
い。
中日本高速道路株式会社 八王子支社 総
務企画部 経理・契約チーム 電話042
6911171
中日本高速道路株式会社 八王子保全・

サービスセンター
中日本高速道路株式会社 大月保全・サー
ビスセンター
中日本高速道路株式会社 甲府保全・サー
ビスセンター
中日本高速道路株式会社 松本保全・サー
ビスセンター
 入札方法 落札決定にあたっては、入札書
に記載された金額に当該金額の８％に相当す
る額を加算した金額（当該金額に１円未満の
端数があるときは、その端数金額を四捨五入
するものとする。）をもって落札価格とするの
で、入札者は、消費税及び地方消費税に係る
課税事業者であるか免税業者であるかを問わ
ず、見積もった契約希望金額の108分の100に
相当する金額を入札書に記載すること。本件
入札は、「せり下げ方式」によることとし、契
約制限価格の設定はありません。なお、「せり
下げ方式」による入札方法は、入札説明書及
び入札者に対する入札指示書を参照のこと。

２ 競争参加資格
 中日本高速道路株式会社契約規則（中日本
高速道路株式会社規程第25号）第11条の規定
に該当しない者であること。
規則第11条の規定に該当しない者とは、次
の各号に掲げる者でないことをいう。
一 契約を締結する能力を有しない者（未成
年者、被保佐人又は被補助人であって、契
約締結のために必要な同意を得ている者を
除く。）及び破産者で復権を得ない者並びに
経営状態が著しく不健全であると認められ
る者

二 次のいずれかの一に該当すると認めら
れ、その事実があった後２年を経過してい
ない者（これを代理人、支配人その他の使
用人として使用する者についても同様とす
る。）であって、不適格と認める者
イ 契約の履行に当たり故意に履行を粗雑
にし、又は材料等の品質若しくは数量に
関して不正の行為をした者
ロ 公正な競争の執行を妨げた者又は公正
な価格を害し、若しくは不正の利益を得
るため連合した者
ハ 落札者若しくは契約の相手方に決定し
た者が契約を締結すること又は契約者が
契約を履行することを妨げた者
ニ 監督又は検査の実施に当たり会社の社
員の職務の執行を妨げた者
ホ 正当な理由がなくて契約を履行しな
かった者
ヘ 会社に提出した書類に虚偽の記載をし
た者
ト 会社と係争中である者
チ 役員等（個人にあってはその者、法人
にあっては非常勤を含む役員又は支店若
しくは営業所の代表者、その他の団体に
あっては法人の役員等と同様の責任を有
する代表者又は理事等、その他経営に実
質的に関与している者も含む。以下同
じ。）が、暴力団（「暴力団員による不当な
行為の防止等に関する法律」（平成３年法
律第77号）第２条第２号に規定する暴力
団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同
法第２条第６号に規定する暴力団員をい
う。以下同じ。）である法人等
リ 役員等が、自己、自社若しくは第三者
の不正の利益を図る目的又は第三者に損
害を加える目的をもって、暴力団又は暴
力団員を利用するなどしていると認めら
れる法人等
ヌ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対し
て、資金等を供給し、又は便宜を供与す
るなど直接的あるいは積極的に暴力団の
維持、運営に協力し、若しくは関与して
いると認められる法人等
ル 役員等が、暴力団又は暴力団員である
ことを知りながらこれを不当に利用する
などしていると認められる法人等
ヲ 役員等が、暴力団又は暴力団員との間
で社会的に非難されるべき関係を有して
いると認められる法人等

ワ 自らもしくは第三者を利用して、会社
に対し暴力的行為、詐術若しくは脅迫的
言辞を用い、会社の名誉を毀損し、又は、
会社の業務を妨害し、若しくは妨害する
おそれのある行為を行った者
カ その他会社に著しい損害を与える等、
契約の相手方とすることが不適当と認め
られる者

三 前号の規定に該当する者を入札又は見積
りの代理人として使用する者

 入札書の受領期限までに以下の書類を提出
し、一般競争入札参加資格の確認を受けた者
であること。
 商業登記簿謄本の写し
 直近の財務諸表類
 納税証明書の写し（書式その３・その３
の２・その３の３のうち、いずれか一枚）
 会社の経歴を記載した書類（会社更生法
（平成14年法律第154号）に基づき更生手
続開始の申立てがなされている者又は民事
再生法（平成11年法律第225号）に基づき
再生手続開始の申立てがなされている者に
ついては、手続開始の決定後、当該支社等
の長が別に定める手続きに基づく一般競争
入札参加資格の再確認を受けていること。）

 入札書の受領期限から開札の日までの期間
に資格登録停止又は取引停止を受けている期
間中でないこと。
 当該購入等に関し過去に同種機械の納入実
績もしくは製造実績のいずれかがあることを
証明した者であること。
・同種機械：「交通管理用機械標準仕様書（平
成28年８月）中日本高速道路株式会社」に
よる道路巡回車又は同等の機械
・主体的部分：車両本体
 納入後、納入場所において、当該機械の運
転及び取扱について技術者による技術指導が
出来ること及び当該購入等に関し緊急時のア
フターサービス・部品供給体制が確保出来る
ことを証明したものであること。
・求める技術者の資格：二級ガソリン（二級
ジーゼル※）自動車整備士取得後実務経験
５年以上
※納入予定機械の使用燃料によるものとす
る

・求めるアフターサービス体制
 直営工場もしくは協力会社工場が納入
場所から24時間以内に到着できるところ
に１箇所以上確保していること。なお、
協力会社工場等の場合は協力会社工場で
あると証明できる契約書などの書類提出
ができること。


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